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（福祉労働部こども福祉課）  

福岡県一時保護施設の設備及び運営の基準に関する 

条例の制定について 

１ 制定の理由 

  児童福祉法等の一部を改正する法律（令和４年法律第６６号）の制定により、児童

相談所に設ける一時保護施設の設備及び運営の基準について、内閣府令で定める基準

に従い条例で定めることとされたことに伴い、必要な事項を定めるもの。 

２ 条例の概要 

（１）目的 

 一時保護施設に入所している児童が、心身ともに健やかで、安全な生活を送る

ことを保障するため、基準を定めるもの。 
 

（２）基準の概要 

① 児童の権利擁護等 

・ 一時保護施設において一時保護を行うに当たっては、児童に対し、児童の権

利、児童の権利を擁護する仕組み、一時保護を行う理由その他必要な事項につ

いて、年齢、発達の状況その他の当該児童の事情に応じた説明を行わなければ

ならない。  
・ 一時保護施設においては、入所した児童に対し、その意見又は意向を尊重し

た支援を行わなければならない。  
② 設備基準 

・ 児童の居室、学習室、運動場、相談室、食堂、調理室、浴室及び便所を設け

ること。  
・ 児童の居室の定員・面積は、４人 以下・４．９５㎡／人 以上 

乳児又は幼児のみの場合、 ６人 以下・３．３㎡／人 以上  とすること。 

 少年（小学校就学以降）の場合、１人・８㎡ 以上 とするよう努めること。 
 

③ 職員配置基準 

・ 一時保護施設には、児童指導員、嘱託医、看護師、保育士、心理療法担当職

員、個別対応職員、学習指導員を置かなければならない。  
・ 児童指導員及び保育士の総数は、通じて、  

満２歳に満たない幼児      おおむね １．６人 につき １人 以上 

満２歳以上満３歳に満たない幼児 おおむね ２人 につき １人 以上 

満３歳以上の児童        おおむね ３人 につき １人 以上  
とする。  

・ 一時保護施設には、夜間、職員２人以上を置かなければならない。  
④ その他 

・ 児童の教育、健康状態の把握、衛生管理、安全計画や業務継続計画の策定等

について規定 

３ 施行日 

  令和７年４月１日  


